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その後の本図の修正を行っているが、細かい地形分類となったので、
この時点の図を一部修正、あるいは一部簡略化して示した。
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14)顕著な段丘嵐等
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その後の本図の修正を行っているが、細かい地形分類となったので、
この時点の図を一部修正、あるいは一部簡略化して示した。
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1995年1月l8日撮影のポートアイラ ンド (4.2節参照）

Minatoshima tunnel 

Port Island 
b~rehole. array 
observation station 

Legend 

Liquefied area 

••1 .. 

Ejection of cohesive 
soil and sand boils 

゜
500m 

ポートアイラ ンドにおける液状化分布図 (4.2節参照）



Rokko Bridge 

一炉'-

` 
-
Jク

”; .. ` 

｀ 
• ．． 
.... 
ヽ

｀
 

ト

3
p
 

r
 

]
え
'

公

Legend 

Liquefied area 

Sand.drain 

n
 

‘,t 
． 

’
 一 ． ヽ

‘’ 
會

一
ヽ

ヽ

』．． 

゜
500m 

上

六甲アイ ンーフ ドにおける液状化分布図 (4.2節参照）

埋立材料・埋立工法の異なる境界

ポーリング調査埠点

z
 

s
 

-
-—,-

地表面クラ ック

噴砂跡

地震後の沈下量

一王長デ疇趾三・：・：
賂衰：g：凌沿：裟；• ・ぷ翁：翠：5：：・:：、

• ・ •. •. ・ • 一 ・ •. ．．．:.. I • • • •• .: iC ' 、す；： ・ー・メ ．． ：；9:# 
l:[i •:·. g/・,、

託：ヽr 1／ —; こパ ;:l
悶＼．．：’．；ll
．．・

: : • : • • • : ： 
l : ： ： 
: : 

E
O
L
C
猛

．．．．．．． ．． ......... 
•. •. •. •. •. •. •. •. ・ • I 

迫賂：毬装〗

綴咎綴婆激淡婆：9 :•••••, ... ？ん••,•••:·，•，.：.1·..

叩輯瓢

r，'川罷嶋.

0~1 0cm 

10~20cm 

20~30cm 

30~40cm 

4 0~5 0cm 

約580m

神戸市垂水区漁港西の埋立地の被害状況 (4.2節参照）



＇ ／ 

冒”

．
 

t
 

1 6 
1・5 

2. 4
 

―’‘ 

42 ＾切
1 5’ 

i
r
 

ヘ
2

L

6
 

4 6 

1. 5 4 

0. 7 8 • •一，，

．． 

0

0

 

0

0

 

6

5

 

. 7 1 
0. 8 2 E9_,--

r-----
．． 

0

0

 

1

5

 

6

9

 

0. 

o. 9 

,, 

ダ

：坦泣地盤

亡コ：沖鯰盤

、＼
．． 

2

2

 

0

9

 

.
0
8
.
l;
J

っ
7

6

 

．． 

9
,
3
1

.

 

l
'k

.
 

a0

1

7

 

．
 

u. 

4

n

 

． 

一＾ヽ＼エニー一
¥ ． -;r; 0 

3 9 5 
にて ~_

゜
1. 

5 

.. 
1
8
¥
‘
 

4

3

 

．． •・
2. 6 7 
3 
¥h  28 

ヽ

地盤上での最大加速度の水平／上下動比の分布 (4.6節参照）



34.9 

34.8, .. 

7
 

34 

(
Rぶ
5
$
p、-

06 
4
 

3
 

0
p
n
 

s •.．,．這艶:..:.......: .
3 し｀・ ん示む••• ••• I •• 

34.5 佑認稀三 '・
. ： ・ •‘i 7 ：冨． 10km 
..、．9

1· ·· . ·:1~ ↓戸］．． 
. -' 

ヽ
． 

.. 1': .. 
. ' ..----― 、 .+ 

・, 

34.4l I I 噌 I • I I I I I I: • 

134.8 134.9 135 135.1 135.2 135.3 135.4 135.5 
Longitude (d町 ees)

地すぺり ・崩壊 (Scarascia-Mugnozzaによる）

x 住宅地の地すべり（釜井他による）

＋ 液状化（国土地理院による）

余震震央（京大防災研自勁決定データ
1月17日10:03~31日23:36)

田 本震震央（東大地震研による）

兵庫県南部地震で発生した地盤崩壊災害分布と余震分

布 {6.2節参照）

,

9

 

ー
／

，
 西宮市仁川の高速地すべり

参照）

． 
、:;:.,r

．ヽ~ . 
.., ,.l... r. s'•• 9’~ : -·— 2 -‘̀'.． 

(I月21日佐々 撮影） （6.4節

．竃～

ょ
-～ーゞ

:t-上
z 

宝塚市 ・宝塚市蔵人の長距離運動地すべりの先端部 (l月28日佐 撮々影） （6.5節参照）

剛 雰’し- r:
`‘’’ ,1 

1月l78撮影

淡路島高滝の緩速地すべり（兵庫県砂防課提供）（6.5節参照）1月19日撮影 層



、,',.，． 

I 

／仁

-＇
[
ア
-

戸

•. 
uし

＿

配

云、 烹：
J..二」4.. 

立

r: 

戸,.，1, 9, 9, 9. 
ょ

9 9 9, 

ライフライン ・電力施設の被害

架空配電線支持物被害分布図 (8.5節参照）

着 寄 内 宮 甚書寡霊

箪応 2. 9 0 9 

仙 n 6. 9 S S 

釈 誼

‘’‘ 
汚 只 1. 2 J 9 

含 It I I. 2 9 9 

0 I I l,. 

9 1 1 1 

2 S墨a.l:
9 0~2•` 
5-,Ill 
1 -、Ill

嘔塵9 鵞&1/1)11書

賓 K 杓 甚 書 霞

(0. 2 S“畠た＇） ）

-
J
`
 

i
0
9e

 

鼻

,Ro
]

叫，
 

/
 

,
 

9
.
 

凡 例

-
口

一.•一

0

0

 

：架空送電繰

：鉄堪部材損傷箇所

：地中送電線

：地中送電線被害エリア

：変電所 (O 蘊物披害 ：中）

忙

.、．． ,

.
 

し

'~ . 

Fi― 

:"r.'I 、 ,~ '. L',:・ '.. 
沼 ；1

、 量合変電所 叫H 'lI 
．．し—.1

ゾ →ー、 2•祁 ．；． 『
=-.,, 

.． I 9マ ● ●＇・-茫ご:-,
バ．． ／ 忍;... •全ふ`ぷ「：；｝一

··~ •’ -~ ＊ 

ライフライン・電力施設の被害

灘区 ・東灘区における被害図 (8.5節参照）

.,. 
ヽ

グ

六甲アイラ ンド変霞所



神戸税関出脹所

---
—·占・

一三 -~ 

建物周辺70cm沈下

ライフライン ・ガス施設の被害

地盤沈下を吸収したSGM伸縮維手 (8.6節参照）

手継ル力二ヵ
剛参

メる

r.
.
.
.
 

ン

t
~

ナ
節

•
t
,．

ー

6

ゥ

・-

ぉ

⑱

,
 
．
 

．．
 

．．．
 

夕

．

t

J

 

．
．
 合

堡

．j
r.h
り・・
・

1

ド
底

i

し

『令

•• 
｀
 

••••• 
；

“k
g,.i

1

甲

i
忍
昆
・
，．

刷
置

i

各
．
．
 

i
f
 

•• 

;
t
昌
g

三̀
J
.l
鱈

虹

彗

ィ

の

な

発害

シ

．．
 ”
i
f
"う
壻
遵
~
；

e
i9資羨
ダ・『-•9.”-.

.

 

設

的

浜

蒻

直

嘘
l

施

表

被

叫

馨

戸

⑳

[

詮

．
し
手

．＂c

・

ン

生

継
M
 

トー

イ

発

i

G
 

ラ

が

S

[

717
>

5

ライフライン ・ガス施設の被害

低圧導管の供給停止地区における継手種類別

被害率 (8.6節参照）

継手の種類

被害継手数 71 

GM 全継手数 328455 

被害率!%) 0. 02 

被害継手数 123 

SGM 全継手数 425908 

被害率（％） 0.・ー0・3 i 

被害継手数 3712 

ねじ 全継手数 710024 

被害率（％） 0.52 

ねじ 被害継手数 52 

｛鰐：jll路沖地震 全継手数 12166 

倶給停止謝を） 被害率（％） 0.43 
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航空写真に よる地盤変状計測結果 （芦屋市、 1/20,000数値地図）

(14.6節参照）

水平変位計測結果
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調査委員会活動報告

（社）地盤工学会阪神大震災調査委員会は同阪神大震災特別委員会（委員長：吉見吉昭地盤工学会会

長）と同調査部の指導のもと，平成7年1月25日に足立紀尚京都大学教授を委員長として発足した。発足

の麟については、学会誌「土と基礎」平成7年3月号に詳しいし

委員会活動としては、以下に示す活動を行って来た。

第1回委員会： 平成7年1月25 13（於京都大学工学部土木工学科）

第2回委員会：

第3回委員会：

主査会議：

第1回連絡幹事会 ：

主査委員•特別委員合同会議：

第4回委員会：

第2回連絡幹事会：

第5回委員会：

第6回委員会：

平成7年2月21日（於関西文化サロン）

平成7年4月12日（於建設交流会館）

平成7年5月17日（於大阪市立大学文化交流センター）

平成7年6月28日（於地盤工学会関西支部）

平成7年7月5日（於関西文化サロン）

平成7年7月19日（於大阪市立大学文化交流センター）

平成7年9月13日（於地盤工学会関西支部）

平成7年10月25日（於大阪市立大学文化交流センター）

平成8年3月19日（於大阪弥生会館）

また調査活動によって得られた調査成果については、下記の機会を通じて最新の成果を学会員諸氏に還元

してきた。

●地盤震害第1回ワークショップ ：（本委員会主催）

平成7年4月25日 建設交流会館グリーンホール（大阪）

平成7年4月26日 大阪厚生年金会館中ホール（大阪）

●報告会 ー地盤震害の全容と教訓一： （阪神大震災特別委員会主催）

平成7年5月24日 中央大学駿河台記念館 2階ホール（東京）

●士質工学研究発表会特別セッション「都市直下型地震と地盤工学的諸問題」 ： （本委員会主催）

平成7年7月12日 金沢市文化ホール大ホール（金沢）

●シンポジウム「阪神 ・淡路大震災のそこが知りたい

一震災がもたらした地盤工学的諸問題と被害の全体像一J: （関西支部主催）

平成8年3月18、19日 毎日新聞ビルオーバルホール（大阪）

●シンポジウム「阪神・淡路大震災

一震災がもたらした地盤工学的諸問題と被害の全体像ー」 ： （中部支部主催）

平成8年3月22日 名古屋市工業研究所（名古屋）

●阪神大震災報告会ー地盤震害の教訓と今後の対応ー： （阪神大震災特別委員会と共催）

平成8年3月27日 早稲田大学国際会議場井深大記念ホール償~)

調査活動に御協力下さった特別委員，主査委員，委員，ワーキンググ/V-ープ委員の名簿は以下の通りであ

る。

1足立紀尚； 「阪神大震災調査委員会の発足にあたって」、土と基礎、第43巻、第3号、pp.1-2、1995.
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（社）地盤工学会阪神大震災調査委員会委員会名簿 (50音lIOO

委員長：足立紀尚（京都大学）

アドバイザー：柴田徹（福山大学）、中堀和英（中堀ソイルコーナー）

副委員長：佐藤忠信（京都大学）

総務担当主査：関口秀雄（京都大学）

調査部委員：村松正重（大成建設、 87.1 ~H7. 9.)、上野孝之（大林組、 H7.10. ~HS. 3.) 

• 

特別委員：

安藤雅成（大阪府士木部）、石田昌弘（川崎製鉄）、伊藤文平（神戸市、 H7.l. ~H. 7. 9.)、

遠藤禎ー（関西地質調査業協会、 H7.4. ~HS. 3.)、柏井善夫（関西地質調査業協会、H7.1. ~87. 3)、

堺義一 （大林組）、佐々木良作（兵庫県）、霜上民生（建設省）、

菅野安男（関西地質調査業協会、 H7.4. ~HS. 3.)、杉木孝行（西日本旅客鉄道）、鈴木雅夫 (NTT)、

竹内孝光（日本道路公団）、中島一夫（大阪ガス）、橋本孝正（大阪市）、松村正一（建設省国土地理院）、

松本正毅（関西電力）、南兼一郎（運輸省）、森田悠ぷ渕E（関西地質調査業協会、 H7.1. ~H7. 3.)、

山縣守（本州四国連絡橋公団）、山田耕一郎（神戸市、 87.10. ~HS. 3.) 

主査委員 ：

安藤雅孝（京都大学）、伊勢村邦郎（日建設計）、井上豊（大阪大学）、入倉孝次郎（京都大学）、

岩崎好規（（財）大阪土質試験所）、尾池和夫愧：都大学）、大西有三ほ渚約含筍、岡二三生（岐阜大学）、

岡田篤正（京都大学）、岡本厚し京都大学）、小野紘一 （鴻池組）、亀田弘行ほ渚〖大学）、

嘉門雅史（京都大学）、軽部大蔵（神戸大学）、日下部馨（神戸大学）、櫻井春輔（神戸大学）、

佐々恭二（京都大学）、高田至郎（神戸大学）、高田直俊（大阪市立大学）、龍岡文夫（東京大学）、

田中豊（地殻力学研究所）、中川康一 （大阪市立大学）、西勝（神戸大学） 、長谷川高士 0il都大学）、

長谷川博幸（パスコ）、林春男（京都大学）、藤田崇（大阪工業大学）、松井保（大阪大学）

委員：

赤松純平ぽ：都大学）、阿部信晴（大阪大学）、安藤進（鹿島建設）、井合進（運輸省）、

枝村俊郎（摂南大学）、大島昭彦（大阪市立大学）、岡田勝也（偵オ）鉄道総合技術研究所）、

沖村孝（神戸大学）、小田和広（大阪大学）、勝見武佛濯：大学）、岸田潔（京都大学）、

北勝利（京都大学）、北浦勝（金沢大学）、木村亮（京都大学）、清野純史（山口大学）、

高武秀年（神戸市）、国生剛治（電力中央研究所）、小林俊一（京都大学）、小林育夫（洩池組）、

澤孝平（明石工業高等専門学校）、澤田純男像：都大学）、沢藤尚文（大成建設）、末岡徴（大成建設）、

杉戸真太（岐阜大学）、高橋嘉樹（不動建設）、建山和由ほ渚り大学）、田中誠（京都大学）、

田中泰雄（神戸大学）、谷本親伯（京都大学）、田村武ほ渚〖大学）、東田淳（大阪市立大学）、

東畑郁生（東京大学）、中須誠（日本道路公団）、中平明憲（建設技術研究所）、西田一彦（関西大学）、

橋本邦俊（三洋テクノマリン）、橋本正（（財）大阪土質試験所）、服部進（福山大学）、

濱田政則（早稲田大学）、松尾修（建設省）、松山紀香（（財）大阪土質試験所）、三浦昭爾（大林組）、

水戸義忠（京都大学）、三村衛僚：都大学）、三宅達夫（東洋建設）、望月秋利（大阪市立大学）、

八嶋厚（岐阜大学）、安田進（東京電機大学）、山下隆男ぽ渚肘含筍、 吉田信之（京都大学）
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ワーキンググループ委員：

会田武彦（住友金属工業）、青柳計太郎（銭高組） 、芥川真一（神戸大学）、

朝倉俊弘（偵オ）鉄道総合技術研究所）、荒木繁幸（ダイヤコンサルタント）、安藤増実（かんこう）、

池田忠幸（神戸市）、石川裕（清水建設）、石倉修（銭高組）、伊東太作（奈良国立文化財研究所）、

岩崎哲雄（ソイルコンサルタンツ）、上出定幸（梶谷エンジニア）、上野淳一（鴻池組）、

碓井照子（奈良大学）、渦岡良介（間組）、内田修（アジア航測）、内山伸（清水建設）、

馬渡裕二（間組）、太田順（阪神コンサルタンツ）、大谷仁志（トプコン）、大保直人頃耕も建設）、

岡田純治（中堀ソイルコーナー）、岡本成夫（梶谷エンジニア）、小川安雄（大阪ガス）、

小野徹 e~都大学）、小野諭（中央開発）、表源太郎（奥村組）、角本繁（日立製作所）、

勝井秀博（大成建設）、加藤満（鴻池組）、金氏 渓 （鹿島建設）、兼島方昭（神戸市）、

釜井俊孝（日本大学）、鎌田敏正 (NTT)、岸田隆夫（東亜建設工業）、北 一郎（佐伯建設工業）、

工藤博正（大成建設）、久野典男（熊谷組）、久保田耕司（基礎地盤コンサルタント）、熊谷弘ー （熊谷組）、

黒田修一 （建設企画コンサルタント）、小池武 u,,崎製鉄）、古関澗一（東京大学）、小林範之（フジタ）、

近藤三明（東洋地質調査）、斉藤勲雄（鹿島建設）、坂井清貴（日本技術開発）、坂本哲（兵庫県）、

佐野正人（サンコーコンサルタント）、塩見忠彦（竹中工務店）、篠崎亘（建設企画コンサルタント）、

志波由紀夫（大成建設）、嶋村貞夫（鴻池組）、末富岩雄（佐藤工業）、角南進（日建設計）、

瀬在武（日本道路公団）、関口宏二 (NKK)、高浜洋治（トプコン）、田口洋輔（大成建設）、

竹内篤雄ぽ都大学）、竹脇尚信（清水建設）、田尻勝（神戸市）、舘山勝（（財）鉄道総合研究所）、

田中幸久（電力中央研究所）、谷口時寛（神戸市）、田村保（五洋建設）、丹田雄次郎（浅沼組）、

辻上修士（清水建設）、鶴ヶ崎和博（神戸大学）、出羽克之（清水建設）、土岐晃生（浅沼組）、

中岡史男（熊谷組）、中川裕康（清水建設）、中村晋（佐藤工業）、中村卓二 （銭高組）、

中山学（奥村組）、楠部義夫（大林組）、南部光広は：用地質）、西村明（国際航業）、楡井久（千葉県）、

八谷誠（中央復建コンサルタンツ）、浜口俊雄像：都大学）、濱野隆司（鴻池組）、

林栄一（（社）全国解体工事業団体連合会理事）、檜垣貫司（大成建設）、東尾啓司 OO島建設）、

廣部康治（佐藤工業）、福岡浩（京都大学）、福田雅（土質工学研究所）、福島伸二（フジタ）、

藤原照幸（神戸大学）、堀田光（建設企画コンサルタント）、前阪進二（神戸市）、牧野定夫（パスコ）、

増川晋（農林水産省）、松岡清一 （銭高組）、松島光三（応用地学研究所）、松田博（山口大学）、

松田隆（大林組）、松本伸介（高知大学）、丸岡正夫（竹中工務店）、三田村宗樹（大阪市立大学）、

宮島昌克（金沢大学）、村上章（京都大学）、森伸一郎（飛島建設）、森尾敏（奥村組）、

保駕康史（鴻池組）、安田岩夫（八州）、矢野博彦（積水化学工業）、山本保則（応用地学研究所）、

横山俊治（川崎地質）、吉岡祐仁（大成建設）、吉田健（神戸市）、吉田望（佐藤工業）、

吉武美孝（愛媛大学）、吉村洋（鴻池組）、李黎明（大阪市立大学）
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